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1 序論
近年.高速通信技術の発達に伴い.音声や動画像な
どのマルチメディアデータを扱ったビデオ会議システ
ムが広く研究されている.しかし.通常マルチメディ
アデータはテキストデータに比べデ-タ丑が膨大にな
るため.パケット損失.伝送遅延.伝送遅延のゆらぎ
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て重要なリアルタイム性が損なわれてしまう危険性が
ある.また.Etherneもなどのベストエフォー ト型ネッ
トワークでは帯域確保などの機能を有していないため,
ユ-ザの賓求に応 じたQ瑚 サ-ビス晶質:恥乱晦 of
SeTViceさを保証する事が困難である.
本稿では事上記の間雇を解決するQoS制御方式を提
案 し.シミュレー ションによって本制御方式の有効性
を検証する,
本方式では.ユーザの役割に応 じた庫先度をユーザ
毎に割り当て,健蒐度に基づいたQoS制御を行なう.
会議中に,ユーザの康先度とパケット損失率との兼ね合
いに基づきユーザのデータ送信 レ- トを変更する事に
より.システム全体のパケット損失率を抑えつつ.ユー
ザ毎の要求に応じた送信 レー トを割り当てる.また.シ
ステムにチャンネルの概念を導入する事により,IRC
のように同時に異なるグループが会議を行なう事がで
き.チャンネルにも健先度を与える事により.チャンネ
ルの目的に応じた送信レートの割り当てが可能となる.
2 システム構成
本システムは.ベストエフォート型ネットワークと
してEthernetを使ったLANを対象とする.システム
翻こはチャンネル毎に設置されたプロキシ索演目 以下
プロ卑シさと.各プロキシに接続された複数のタラ右ア
ントホストを以下クライアント)が存在する(図五).ク
ライアントはデ-タを送受信し,プロキシは各クライ
アントのパケット濃集の集蝕 QoS制御を行なう.
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図 1 システム構成
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3 本方式の制御手順
3.1 動画像
動画像の制御手膚は2つに分けられる.最初に送信
レートの変更を必要とするかどうか判定し.その後実
際にクライアントの送信レートを変更する.
3.1.1 送信レー トの変更判定
1.プロキシは同じチャンネルに属するそれぞれのクラ
イアントについて.送信したパケットの損失率を算
出するaクライアントiのパケット親発率Loss勉 者ei
は以下の式で与えられる.ここで,クライアントi
の送信したパケット敦をSendi. クライアントiと
同じチャンネ朗 こ属するクライアント31が,クライ
アント摘 ､ら受信したパケット数を戯C町 同じ
チャンネルに属するクライアント数をGとする.
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2.LossRateiとクライアントiの庫先度 p7･,･に基づ
き.送信 レー トの変更に関する判定を行なう.判定
結果は レー トアップ. レートダウン. 現状維持の3
つである.
3.1.2 送信レー トの変更
判定結果に応じた送信レート変更制御を行なう.こ
こで.クライアント2'の属するチャンネルの優先度を
ChJ)riとする.
● レートアップ制御
クライアントiに対し.送信 レー トを上げるよう通
知する.
● レー トダウン制御
ChJr.pより庫先度の低いチャンネルに属し,かつ.
Priより優先度の低いクライアントに対 し.送信
レートを下げるよう通知する.
●現状維持
どのクライアントの送信 レー トも変更を行なわない.
3.2 音声
音声はチャンネル毎の健先度に基づき.同時に送信
できるクライアント数をあらかじめ設定しておく.プ
ロキシはクライアントから音声送信要求を受け取ると.
現在送信しているクライアント数と要求を出してきた
クライアントの健先度を参照し.送信が可能であるか
どうか通知する.その後.一定時間音声の送信が行な
われなかったり.より康先度の高いクライアントから
送信要求が出された場合にはクライアントに送信停止
の通知を行なう.
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4 評価
ネットワ-クシミュレ-タNS間 を招いて予審方式
のシミュレーションを行なった.用いたパラメータは.
クライアント数を25.チャンネル数を5.健先度を1
-5.平均送信 レ- トの初期値を6放bps.もANの帯域
恥を 10Mt‥r'5.シミニL-1ンさノ韓間は_/卜CL,;､:､_-:.
なお,平均送膚 レ- トの初期値である6蝕bpS軌 シ
ミュレーションで想定している動画像形式H.261にお
いて,3OfpSで濠高画質の場合に相当する.
i.1 優先度に基づくQoS制軌こ関する評価
図2と図3のグラフはそれぞれ異なる健先度のクラ
イアントとチャンネルにおける送信 レートの変化を衰
している.図2は同じチャンネルであるが庫先度の異
なるクライアント同士の送信 レートを表し.図3は健
先度が異なる2つのチャンネルにそれぞれ属する全ク
ライアントの送信 レー トの和を表 している.
どちらの場合も健先度に基づいた送信 レー トの差別化
が行なわれている事が分かる.
4.2 応答性に榊する評価
図4と図5のグラフは.シミュレーション開始から
90秒後にLAN内にダミーフローを流した時のデータ
を表 している.図4はシステム全休のパケット損失率
を表し.図5はシステム全休における伝送成功データ
量を表 している.
パケット損失率については.ダミーフロー発生時に一
旦上がるものの.制御が働き約 10秒後には定常状態に
戻っていることが分かる.伝送成功データ量について
も.ダミーフロー発生時には下がるが.すぐに定常状
態に入っていることが分かる.このことより.本制御
は突然他のフローが発生した場合にも,即座に対応し.
適切な送信 レー トを設定できるといえる.
5 まとめ
ベストエフォー ト型ネットワークを対象としたビデ
津金親システムにおいて,優先慶喜こ基づ(QoS制御方
式を提案した.
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制御が行なえる事を示した.また.ダミーフローを用
いた実故により,突然の利用可能帯域の変化にも適切
に対応できることを示した.
今後の課麿は,本制御方式を実装したシステムの樵
薬を行ない.その後.対象をインターネットまで拡張
したシステムについて検討する事である.
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図2 康先度の異なるクライアントの送信 レー トの比較
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図3 健先度の異なるチャンネルの送信 レー トの比較
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図4 バケット損失串の変化
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図5 伝送成功したデータ量の変化
